◆河合翔「身体とまなざしの社会的コンフリクト—脳性麻痺者の身体をめぐる経験から」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

　今回の報告では、脳性麻痺者特有の身体運動―すなわち不随意運動と、それを取り巻く社会のまなざしについて身体論的に考察していきたい。
　初めに、不随意運動の医学的定義を見ておこう。まず、脳内にインプットされている運動プログラムと、日常生活で実際に行われた動作との差異を検出して、プログラムに沿わない不適切な運動を抑制する「大脳基底核」と呼ばれる場所がダメージを受ける1。その結果、意図的な動きを行なうために無意識で形作られる姿勢が調節されないため、身体の動きが多く姿勢を一定に保てない、意図した範囲以上の筋緊張の動揺が起こりやすいとされる2。
　しかし、障害とともに生きる当事者自らの身体経験から上述の医学的な捉え方を問い直したときに、「姿勢を調節する」とか「姿勢を保つ」という言葉はどのような意味合いを帯びるのであろうか。
　上述の不随意運動の医学的認識は、自身もアテトーゼ型脳性麻痺者であるアレクサンドル・ジョ​リアンにとっては何の意味もなさないと言う。それは、彼にとって曖昧すぎて理解できないし、他人にとっては、身体に対する固定的な診断は脳性麻痺者が経験する生の多様性や身体のリアリティを受け止める自由を奪い、彼／彼女に対する偏見を助長させるからだ。
　ゆえに、ジョリアンにとって不随意運動に対する医学的な定義は、それが本来指示する現実より重い言葉になってしまう。具体的に言えば、＜脳の損傷による筋緊張の異常＞という科学的に裏打ちされたレッテルを貼ることで、単なる“正常からの逸脱”として受け止められたり、“身体的欠陥”を理由に様々な人間的営みが＜不可能＞だと周囲から見なされてしまう。すなわち、固定的な判断を下すことによって、「現実世界と人間存在の豊かさを矮小化」してしまうのだ。3
　さらに、発達障害当事者である綾屋紗月は、自身の診断名である「アスペルガー症候群」が“相互社会関係能力の限界”や“コミュニケーション能力の限界”と定義されていることに異議を申し立てている。
　外側からはコミュニケーション障害に見えても、こちらにはこちらの理由があり、内側から見た世界というものがある。そもそも、コミュニケーションは二者の間で生じるものなのに、なぜこの障害の定義は外から見た判断を基準とし、なぜその限界を一方のせいにできるのか。そこに、外から貼られたレッテルと、綾屋自身が感じていることとのズレが生じるのである。4
　こうしたジョ​リアンと綾屋の記述から次のことが言える。つまり、医学的診断や＜正常な身体＞という社会規範のもと、固定的な判断が下され、あるいは規制されることによって、本来人間の生きざまを体現し、各々の生を積極的に引き受けることで世界を豊かにするはずの身体が、社会のまなざしのもとに＜規制されるべき対象＞となって自己と身体との一体感が失われる。「あなたの身体は正常ではないから治療すべきだ」というまなざしに塞がれ、人間存在としての世界の豊かさを描けなくなる。
　こうした規制やまなざしの前提となっているのは、心身ともに他者から自律し意識によってコントロールできる自己完結した身体である。しかし、本来身体は自己の“モノ”として所有するのではなく、内部／外界との境界が曖昧となるほどに己から流れ出て、様々な他者の身体と交流しつつ世界を意味づけていく。こうした身体を介した交流があるからこそ、他者のまなざしや規範は、ときに身体へ鋭く突き刺さり、緊張や硬直を引き起こしていく。
　脳性麻痺者の不随意運動も、医学的に定義されるように単に身体内部の制御機構が麻痺したのではなく、他者とのコミュニケーションや物との触れ合いの中で生じるのである。例えば、私は言語障害があり、言葉を正確に発音しようとすればするほど余計に緊張が高まっていく。それを目の当たりにした他者は戸惑い、ときには子ども扱いをするかもしれない。そうした他者の態度に対して、自分の意思を伝えようと必死になればなるほど、唇がゆがみ、足が吊り上がるなどの不随意運動がますます高まっていく。
　このように、不随意運動とは「大脳基底核の損傷」という身体内部の問題とするだけでは説明がつかない。むしろ「姿勢を調節する」とか「姿勢を保つ」という言葉は、他者との触れ合いや相互のまなざしの中で身体を自らが引き受け、また身体を介した交流を生きることにより、初めて意味をなす。
　本報告では、不随意運動に対する医学的認識を問い直し、それが身体的な交流を通した生の表現であることを提示していきたい。
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